
「景観」って何？ 
 生態系を形づくる植生、そこに暮らす動物、土地や
水域など、様々な要素が集まって構成される環境をひ
とくくりにして、「景観」と呼びます。たとえば、森
林の景観、農地の景観、水辺の景観、都市の景観など
など。今日の観察会では、あびこにどのような自然景
観があって、どのように移り変わってきたのか、そし
て、そこにどのような生き物が暮らしているのか、い
つものてがたんコースから、少し視野を広くして考え
てみましょう。 

あびこの多様な景観とそこに暮らす鳥 



 あびこの景観の変化 

我孫子市の景観は、時代とともに移り変わってきました。下の2つの地図は、今から約135年前と現在の我孫子市周辺の地形
図です。上の地図は、現在（下）と比べて、どのような点が違っているか比べてみましょう。 

平成26年（2014年） 

明治14年（1881年） 

利根川の流れている場所は？ 

手賀沼の大きさは？ 

田んぼや畑の面積は？ 

人の住んでいるところの面積は？ 

人にとっては暮らしやすい街になりましたが、他の生き物にとってはどうでしょ
うか？考えてみましょう。 


